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大阪市立茨田北中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

 １ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 本校では、「自主 協調 勤勉 努力」の校訓に基づき、「自ら物事を前向きに考え、他者を思い

やり助け合うことのできる人を育てる」に加え、今年度「読解力を高め、自ら考え行動し、探求心

を持ち協働できる生徒の育成を図る」ことを教育目標として掲げた。 

 特色としては、学習規律を保ち、自他を尊重する態度を身に付け、自立を目指した集団育成に力

を入れて教育活動に取り組んでおり、その効果が徐々にあらわれている。 

 現状としては、生徒の学習態度は概ね良好であるが、家庭における学習習慣が十分定着しておら

ず、学習の定着度に二極化傾向が見られる。学校行事や部活動には意欲的に取り組むが、地域行事

やボランティア活動への参加が少ない。教職員はベテラン教師と若手教員の年齢構成において二極

化が見られ、組織的な授業改善を推進する校内体制の構築が、やや不十分である。保護者・地域は、

学校運営や教育活動に協力的であるが、保護者説明会や授業参観等の参加状況がそれほど多くな

い。 

 課題としては、わかる授業や個に応じたきめ細やかな指導に努めるとともに、読解力の向上と探

求心を持たせるために、体験的で問題解決的な学習の充実を図り、学習意欲を向上させることであ

る。また、自己肯定感を高める道徳教育や人権教育の推進、夢や目標を持って励ませる進路指導の

充実、生徒に寄り添いつつ集団を育成する生活指導の充実を偏ることなく組み合わせることによ

り、いじめの未然防止や不登校の早期発見につなげることである。さらに、一人一人を大切にする

特別支援教育の充実と工夫、健康・体力・運動への関心を高める指導や食育の推進、小中一貫した

教育の充実と地域に開かれた学校づくりの推進等に取り組むことである。 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

○令和７年度の生徒アンケートにおける「学校の規則を守っていますか」の項目について、「当て

はまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 90％以上にする。【R4:97.5%】 

○平成４年度～令和７年度の年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に

向けて対応している割合を 100％にする。【R4:100%】 

○令和７年度末の生徒アンケートにおける「係や当番の仕事をすすんでしている」の項目について

「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 80％以上にする。 

【R４:94.1%】 

○令和７年度末の保護者アンケートにおける「学校は積極的に保護者や地域に情報発信を行ってい

る」と答える保護者の割合を 70％以上にする。【R4:93.0%】 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○令和７年度の全国学力・学習状況調査における知識に関する問題の正答数が全国平均の 7割に満

たない生徒の割合を平成４年度より 3％向上させる。【R4:国語 17.6％、数学 32.2％、理科 33.1％】 

○令和７年度の中学校チャレンジテストにおける対府平均比を、令和４年度より向上させる。 

【R4:３年1.04%】 

○令和７年度の全国学力・学習状況調査における「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学

校の授業の予習や復習を含む）」の項目について「している(どちらかといえばしている)」と答

える生徒の割合を令和４年度より向上させる。【R4:48.6%】 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心の教育の推進】 

全市共通目標 

○令和５年度末の校内調査において、「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思いま

すか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 81％以上にする。【R4:80.7%】 

○令和５年度末の校内調査において、不登校在籍比率を前年度より減少させる。【R4:7.5%】 

○令和５年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。【R4:51.1%】 

学校園の年度目標 

○令和５年度の生徒アンケートにおける「学校の規則を守っていますか」の項目について、「当て

はまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 90％以上にする。【R4:97.5%】 

○令和５年度の年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応し

ている割合を 100％にする。【R4:100%】 

○令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「係や当番の仕事をすすんでしている」の項目に

ついて「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 80％以上にする。                   

【R4:94.1%】 

○令和５年度２学期末の保護者アンケートにおける「学校は積極的に保護者や地域に情報発信を行

っている」と答える保護者の割合を 70％以上にする。【R4:93.0%】 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標 

○令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自 

○令和７年度における授業アンケートで「授業がわかりやすい」と答える生徒の割合を全体の 80％

以上にする。【R4:78.9%】 

○令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣調査における各学年の合計得点を、令和 4年度より

3ポイント向上させる。【R4:41.78pt】 

○生徒アンケートにおける「朝食を毎日食べていますか」の項目について、「食べていない（あま

りたべていない）」と答えた生徒の割合を毎年、前年度より減少させ、令和 7年度調査において

5％以下にする。【R4:4.5%】 

○令和７年度末の生徒アンケートにおける「手洗い・うがいをしっかりし、健康に気をつけている」

の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 70％

以上にする。【R4:93.4%】 

○令和７年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、「当

てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 80％以上にする。【R4:79.0%】 

【学びを支える教育環境の充実】 

○令和７年度末の校内調査にける「日々の学校活動の中で学習者用端末を活用している」の項目に

ついて、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 70％以上にする。 

○令和７年度末の校内調査における「日々の学習活動の中でプロジェクターを使用している」の項

目について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 90％以上にする。 

○令和７年度末の生徒アンケートにおける「読書は好きですか」の項目について、肯定的に答える

生徒の割合を 70％以上にする。【R4:62.0%】 
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 分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と

回答する生徒の割合を 40％以上にする。【R4:22.1%】 

○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において経年

的の比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上させる。 

現 3年生 1年時（R3） 2年時（R4）  現 2年生 1年時（R4） 

国語 1.02 1.03 国語 1.0 

数学 1.03 1.08 数学 0.95 

○大阪市英語力調査における CEFR A1レベル総統以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技

能）を８５％以上にする。【R4:66.9%】 

○年度末における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きですか」に対して、

最も肯定的な「すき」と回答する生徒の割合を５０％以上にする。【R4:46.3%】 

 

学校園の年度目標 

○令和５年度の全国学力・学習状況調査における正答率を府平均よりも向上させる。     

【R4:国語 1.02 数学 1.07】 

○令和５年度の中学校チャレンジテストにおける対府平均比を、令和４年度より向上させる。 

3年 国語 社会 数学 理科 英語 

R4 1.02 0.95 1.07 1.07 1.10 

○令和５年度 2学期末の生徒アンケートで「家で学校の授業の復習をしていますか」の項目につい

て「している（どちらかといえばしている）」と答える生徒の割合を令和元年度より向上させる。 

【R4:50.0％】 

○令和 4年度 2学期における授業アンケートで「授業がわかりやすい」の項目について、肯定的回

答の生徒の割合を全体の 70％以上にする。【R4:78.9%】 

○令和 4年度 2学期末の生徒アンケートで「朝食を毎日食べていますか」の項目について、「食べ

ていない（あまり食べていない）」と答えた生徒の割合を前年度より減少させる。【R4:4.5%】 

○令和 4年度末の生徒アンケートにおける「手洗い・うがいをしっかりし、健康に気を付けている」

の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を 70％

以上にする。【R4:93.4％】 

○令和 4年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、「当

てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を 80％以上にする。【R4:79.0%】 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

○デジタル教材を活用した朝学習を週 2回以上実施する。 

○「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満たす教員

の割合を６０％以上にする。【R4:43.9%】 

学校園の年度目標 

○令和４年度末の校内調査における「日々の学習活動の中で学習者用端末を活用している」の項目

について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 60％以上にする。 

○令和 4年度末の校内調査における「日々の学習活動の中でプロジェクターを使用している」の項

目について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 70％以上にする。 
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３ 本年度の自己評価結果の総括（中間評価）  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和５年度末の生徒アンケートにおける「読書は好きですか」の項目について、肯定的に答える生

徒の割合を 60％以上にする。【R4:62.0%】 

四つの校訓を原点として、今年度の学校教育目標を一新し「読解力・探求心」を取り入れながら 

「元気の出る学校」「地域に誇れる学び舎」をスローガンに教育実践を図った。 

  学習規律を高め、自立を目指した集団作りを進めてきたが、二学期に入ってコロナなどの感染症 

拡大があり、学級休業のために文化発表会を延期せざるを得なくなった。 

  学力向上においては、主体的な学びに向かって教員が創意工夫の努力を重ね、全国テストなどで 

大阪市平均を維持している。しかし定着度には二極化ができているため、本時のめあてを示しての 

基礎学力の定着、数学での少人数授業の展開や、長期休業中の学力補充を実施した。実技の科目に 

おいては、美術が猛暑の美術室を避けて会議室での授業展開を行った。文化発表会において、合唱

や作品展示で、教科授業での努力の結晶が表れている。また保健体育では、熱中症に考慮しながら

プールでの水泳授業を展開し、安全安心に気を配りながら水泳の技術を高めた。 

  ＩＣＴ機器の活用も年々進行し、タブレット活用にチャレンジする教科も増加している。 

  特別支援教育においては、病弱生徒の入学により、一日中付きっきりの時間ができたが、酸素 

ボンベの研修を受け、またシャワー設置など学習環境を整えながら、支援担当と担任が核となり、 

日々保護者との連携を進めながら対応している。なにより生徒本人の笑顔の多さに、教員の努力が 

報われている。支援在籍で欠席がちであった生徒において、何人も登校する日が増え、これまでの 

努力が成果として表れている。 

  コロナが５類となり、授業や部活動、学校行事がほぼ通常に戻り、体育館での全校集会や生徒会 

演説会など、全校生徒が一堂に集まる機会が増加した。 

  しかしながら、不登校生徒は徐々に増え、ＳＮＳなどのトラブルが増加し、夏休み前後から二学 

期に入って、問題行動が多発した。関係諸機関とも連携しながら、その都度対応し、保護者とも 

良好な関係を築けている。しかし、「心の天気」など生徒の悩みを察知する対策は滞り、きめ細か

にアンテナを張る必要がある。 

  スマホ問題については、生徒会役員が交流会に参加し、他校での実践をヒントに校内ルール作り

に乗り出している。 

  健康教育においては、給食の実施日を増加させ食育の推進を図るとともに、熱中症の予防、手洗

いうがいの徹底と黙食を継続してきた。夏季休業中は一度も救急車を呼ぶことなく、終えることが

できた。しかしながら、１０月に入ってコロナ・インフルエンザの感染拡大が発生し、学級休業が

生じた。 

  部活動においては、運動部・文化部それぞれで夏休みを中心に頑張りを見せ、大会やコンクール

で賞に輝いた。今のところ保護者からの学校に対するクレームは見られないが、顧問の指導をめぐ

り、退部せざるを得ない部員が出るなど、一部には問題が生じている。さらなる信頼関係の構築の

ため、今一度プレイヤーズファーストのもと、生徒を大切にする部活動指導に心がけねばならない。 

 開かれた学校づくりの一環で、学校ホームページの更新に日々力を入れているが、生徒・保護者の

アクセスも多く、今年度は１０月で７万アクセスを超えている。 
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働き方改革が叫ばれる中、「ゆとりの日」の設定や、採点システムの活用を運用するなど試みて

いるが、時間外勤務が長時間になっている教員は多く、部活動の指導時間や夜間の業務削減など検

討課題は多い。 

  学校選択制については、９月の説明会での参加者が増加したことにより、次年度入学者の増加に

期待が持てる。 
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（様式例２） 

大阪市立茨田北中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
進捗

状況 

【安全・安心の教育の推進】 

全市共通目標 

○令和５年度末の校内調査において、「いじめは、どんな理由であってもいけないことだと思い

ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を 81％以上にする。【R4:80.7%】 

○令和５年度末の校内調査において、不登校在籍比率を前年度より減少させる。【R4:7.47%】 

○令和５年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。【R4:51.1 %】 

学校園の年度目標 

○令和５年度の生徒アンケートにおける「学校の規則を守っていますか」の項目について、「当

てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 90％以上にする。                 

【R4:97.5%】 

○令和５年度の年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて、解消に向けて対

応している割合を 100％にする。【R4:100%】 

○令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「係や当番の仕事をすすんでしている」の項

目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 80％以上

にする。【R4:94.1%】 

○令和５年度２学期末の保護者アンケートにおける「学校は積極的に保護者や地域に情報発信

を行っている」と答える保護者の割合を 70％以上にする。【R4:93.0%】 

Ｂ 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

学習規律を維持するため、「時を守り 場を清め 礼を正す」ことに留意して集団育成し、

挨拶運動や清掃活動、遅刻防止のためのチャイム着席等の取組を生徒会・委員会活動の一環

として取組む。   

Ｂ 指標                                      

年間をとおして学習規律を維持する取組を行い、生徒アンケート等により検証する。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「チャイムが鳴ったら、すぐに授業が受けら 

れるように準備している。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」

と答える生徒の割合を 90％以上にする。【R4:84.7%】 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

いじめを未然に防止し、不登校への早期対応を図るための取組を行う。          

Ｂ 
指標                                      

毎学期１回以上いじめアンケートを実施と、日常的な生徒観察で状況把握および指導に 

当たる。また、いじめ対策委員会・虐待防止委員会を毎月開催する。必要に応じてケース 

会議を招集する。年間 2回の教育相談により生徒に寄り添うとともに、不登校についての 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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校内研修会を行う。 

学校で認知したいじめについて、解消に向けて対応している割合を 100％にする。【R4:100 %】 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

自尊感情を高め、規範意識を醸成するため、道徳教育や人権教育、国際理解教育等の取組

を進める。加えて一人一人を大切にする特別支援教育の充実と工夫を図る。       

Ｂ 

指標                                      

各学級とも年間３５時間の道徳の授業を実施する。また、道徳の授業力を向上させる研 

究授業を実施する。各学年とも発達段階に応じた性教育を実施する。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「学校の規則を守っている。」の項目に

ついて「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 90％以上に

する。【R4:97.5%】                   

取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

自らの将来について考えさせるとともに、正しい職業観を養わせ、夢や希望をもって生き

ることができるようキャリア教育の充実に努める。       

Ｂ 

指標                                       

1年生で職業講話、2年生で職場体験またはそれに代わる体験活動、3年生で高校体験 

授業という系統立てた取組を実施する。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「将来の夢や目標を持っている。」の項目に

ついて「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 75％以上にす

る。【R4:64.3%】 

年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析 

いじめについては、一学期で若干、二学期に入って、生徒間で数件発生している。その都度指導

し保護者への啓発も繰り返しているが、安易な発言や書き込みが原因のほとんどであり、継続しな

がら全体指導を進めていく必要がある。いじめ防止はもちろんのこと、早期発見・早期対処を行う

ため、ここまで不十分であった「心の天気」「相談機能」を頻繁に活用することで、安全安心を推

進する必要がある。 

 不登校については、年々増加する傾向があるが、小学校からの聞き取りを十分に行うとともに、

生徒本人と保護者に寄り添う気持ちを高めながら、集団生活や学校生活に楽しさや幸せがあること

をアピールしなければならない。支援教室など活用の幅が広がり、救われている生徒も増える中、

まわりの支えをプラスに転じて不登校減少に向け、一丸とーなって知恵を絞り取り組む必要があ

る。 

全国数値に比べて低い自尊感情・自己肯定感の高揚には、積極的なキャリア教育の取入れととも

に、ほめて育てる教育方針をさらに浸透させる必要がある。 

年度末に向けての改善点 

・心の天気を少なくとも週一回実施し、担任だけでなく、学年で確認し、トラブルの未然防止に努める。 

・いじめが発生しないよう、見守りを継続するとともに、生徒からの訴えや声を聴ける体制を作り 

上げる。 

・校則の見直しに努め、理不尽な部分があれば改善を図る。 

・生徒会活動や委員会活動を積極的に進め、これまで通りから、新しい取り組みにチャレンジをして 

いく意識を育てる。 

・さらなる不登校を生み出さないために、核となる学級の仲間づくりをあらゆる場面で育てる。 
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大阪市立茨田北中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
進捗

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標 

○令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思

う」と回答する割合と令和 5年度全国学力・学習状況調査における正答率を府平均よりも向

上させる。【アンケート R4:22.1％】【全国学力・学習状況調査 R4：国語 1.02 数学 1.07】 

○中学生チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において

経年的の比較し、いずれの学年も前年度より２ポイント向上させる。 

 

 

 

 

○大阪市英語力調査における CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４

技能）を８５％以上にする。【R4:85.9%】 

○年度末における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが好きですか」に対

して、最も肯定的な「すき」と回答する生徒の割合を５０％以上にする。【R4:46.25%】 

学校園の年度目標 

○令和５年度の中学校チャレンジテストにおける対府平均比を、令和４年度より向上させる。 

3年 国語 社会 数学 理科 英語 

R4 1.02 0.95 1.07 1.07 1.10 

○令和５年度 2学期末の生徒アンケートで「家で学校の授業の復習をしていますか」の項目に

ついて「している（どちらかといえばしている）」と答える生徒の割合を令和元年度より向上

させる。【R4:50.0%】 

○令和５年度２学期における授業アンケートで「授業がわかりやすい」と答える生徒の割合を

全体の 70％以上にする。【R4:78.9%】 

○令和５年度２学期末の生徒アンケートで「朝食を毎日食べていますか」の項目について、「食

べていない（あまり食べていない）」と答えた生徒の割合を前年度より減少させる。【R4:4.5 %】 

○令和５年度末の生徒アンケートにおける「手洗い・うがいをしっかりし、健康に気を付けて

いる」の項目について、「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割

合を 70％以上にする。【R4:93.4%】 

○令和５年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、

「当てはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を 80％以上にする。                   

【R4:79.0%】 

現 3年生 1年時（R3） 2年時（R4）  現 2年生 1年時（R4） 

国語 1.02 1.03 国語 1.0 

数学 1.03 1.08 数学 0.95 

Ｂ 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

わかりやすい授業、個に応じたきめ細かな指導の充実に努める。また、体験的、問題解決

的な学習を取り入れ、生徒の学習に対する意欲や関心を引き出し、自主的・意欲的に取組も

うとする態度を育てる。 

Ｂ 

指標                                      

主体的・対話的で深い学びやＩＣＴの効果的な活用等を取り入れた授業を推進する。全 

教員による研究授業と相互授業参観、公開授業と研究協議会等を実施し組織的な授業改善

を推進する。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「学校の授業はわかりやすく楽しくて、

満足している。」の項目について「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答え

る生徒の割合を７０％以上にする。【R4:78.9%】 

取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の増加】 

本校生徒の課題である家庭学習習慣を定着させるための取組を推進する。          

Ｂ 

指標                                      

各教科の授業で復習を主とした家庭学習のための課題を与える。また、学校元気アップ 

支援員と連携し、生徒が自由に活用できる自主学習プリントを作成する。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「1日平均 1～2時間、家で勉強してい 

る。」と答える生徒の割合を前年度より向上させる。【R4:49.1%】 

取組内容③【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

自らの健康に関心を持ち、体力の向上に対する意欲を育てるための取組について、食育を

含めて推進する。       

Ｂ 

指標                                       

保健体育指導や部活動の充実、生徒による保健委員会を活性化させ、その活動を中心と 

した生徒の意識の向上を図る。 

令和５年度２学期末の生徒アンケートにおける「手洗い・うがいをしっかりし、健康に

気をつけている」の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答

える生徒の割合を 70％以上にする。【R4:93.4%】 

令和５年度末の生徒アンケートにおける「部活動に積極的に参加している」の項目について、 

「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える生徒の割合を 80％以上にする。

【R4:79.0%】 

年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析 

全国テストの結果では、国語は大阪市平均を上回ったものの、数学・英語はやや下回り、全国とは 

差がついてしまった。 

 家庭学習においては、宿題や復習ができている生徒も多いが、宿題未提出生徒も少なくなく、本人 

及び家庭への啓発が必要である。 

 本時のめあてを示しながら、ＩＣＴ機器活用のわかりやすい授業展開は増加している。しかし、 

居眠ってしまう生徒も見られ、指導者の注意喚起が必要となる。また、一斉授業スタイルからぺア学習

や班学習スタイルの取入れ、主体的で対話的な深い学びの実践が、まだ進んでいない部分もある。 
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 コロナにより健康に関心を持つ生徒は増加し、給食前の手洗いうがいは徹底されている。また食育も

進行し、配膳係のエプロン等の準備も定着した。不登校生の多さから残食も多いが、出席生徒は 

お代わりの挙手も多く、しっかり栄養摂取ができている。 

 部活動については、一部退部率の高い部もあるが、おおむね積極的に参加し、その結果、夏・秋の 

大会・コンクールで好成績を収めた。 

年度末に向けての改善点 

・次年度から「総合的読解力」の授業実践も始まる。わかる授業を基本に、一斉授業からの脱却する 

時間をどんどん取り入れ、生徒が主体的に学ぶ時間、考えをまとめて発表する時間を積極的に生み 

出し、自らやる気を奮い立たせる授業スタイルへと変化していかねばならない。 

・基礎学力定着のための家庭学習の重要性を、生徒及び保護者へさらに啓発していく。 

・不登校生も含め、学びの場を広く保障していく。 
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大阪市立茨田北中学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
進捗

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

○デジタル教材を活用した朝学習を週 2回以上実施する。 

○「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間に関する基準１を満たす

教員の割合を６０％以上にする。【R4:43.9%】 

学校園の年度目標 

○令和５年度末の校内調査における「日々の学習活動の中で学習者用端末を活用している」の

項目について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 60％以上にする。 

○令和５年度末の校内調査における「日々の学習活動の中でプロジェクターを使用している」

の項目について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 70％以上にする。 

○令和５年度末の生徒アンケートにおける「読書は好きですか」の項目について、肯定的に答

える生徒の割合を前年度より向上させる。【R4:62.0%】 

Ｂ 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）】 

ICT機器を日常的に活用することで授業を主に、学びを支える教育活動を充実させる。   

Ｂ 指標                                      

令和５年度末の校内調査における「日々の学習活動の中で学習者用端末を活用してい 

る」の項目について、「ほぼ毎日」と答える生徒の割合を 70％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

教員の授業力を向上させるため、研究授業、相互参観、研修を充実させる。         

Ｂ 指標                                        

  令和５年度２学期末の教職員アンケートにおける「研究授業、相互参観、研修を積極的 

に行っている」の項目について、肯定的に答える割合を前年度より 2ポイント増加させる。 

取組内容③【基本的な方向９ 家庭・地域との連携・教働した教育の推進】 

学校元気アップ地域本部事業による学習支援や図書館運営等の取り組みを充実させると

ともに、学校の情報を積極的に発信し、地域や保護者の理解を得られるように努め、密接な

協力関係を構築する。      

Ｂ 指標                                       

  毎月、「元気アップ便り」を発行し、毎日、学校ホームページを更新する。また、学年 

便り、学校だより、保健室便りを定期的に発行する。 

 令和５年度 2学期末の生徒アンケートにおける「読書は好きである」の項目について、

「あてはまる（どちらかといえば、当てはまる）」と答える生徒の割合を前年度より向上さ

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容（指標） 進捗状況 

① 基本的な読み書きの力を育成する B 

B 
② 伝統的な文学に意欲を持って取り組めるように工夫する。 B 

③ デジタル教材を活用し、主体的・対話的な学びの実現に努める。 B 

④ 豊かな表現力を育成するために、読書・作文の指導を充実させる。 B 

結果と分析 

① 家庭学習には、復習プリントや問題集、漢字プリントなどを活用し、小テストを行い、基礎的な読

み書き力の養成に努めた。基礎学力の定着のため引き続き行っていく。 

② 古典教材を中心に自作のプリント教材を取り入れた。資料集等を活用して歴史的背景などを含め文

学的価値についても造詣を深め、古典文学の学習において、学びへの意欲向上に努めた。 

③ デジタル教科書の活用はもちろん、パワーポイントを使った教材を自作して授業に取り入れてい

る。さらに提示し本文にはたらきかけながら、また推測しながら読むなど、主体的な学びの実現に取

り組んだ。 

④ 新入生には図書館オリエンテーションを行い、読書活動の充実に努めている。授業では、書く力を

伸ばすため初発の感想を書くなどの取り組みを行い、書くことへの苦手意識の軽減に努めている。ま

た、書写の授業をはじめ、短歌や俳句を創作するなど、様々な表現力の育成につながる取り組みを行

っている。 

年度末への改善点 

せる。【R4:62.0%】 

年度目標の達成状況や取り組みの進捗状況の結果と分析 

授業でのタブレット端末の利用は、ＩＣＴ支援員のサポートで確実に増加している。しかし、その 

活用の研修や、若手教員からベテラン教員への技術の伝授が不足しているため、さらなるチームワーク

が必要となる。 

 年間一度以上の研究授業は、それぞれの教員の創意工夫で内容の濃いものが多々見られ、一斉外の 

授業スタイルも見られる。授業が空いている場合は、多くの教員に短時間でも参観してもらいたい。 

 「心の天気」活用については、昨年度の活用が継続できず、自然に停滞した。命・いじめなど生徒の

状況把握に不可欠であり、重要なアンテナツールとなるため、少なくとも週一回の入力を必要とする。 

 図書室の活用は、支援スタッフの皆様のおかげで、頻繁に利用する生徒もいる。貸出冊数などまだま

だ利用価値は高いので、スタッフ任せにせずに生徒たちへ啓発していく必要がある。 

 地域の皆様には「元気アップだより」の発行や、サポートスタッフとして様々な分野で支援していた

だいている。心から感謝するとともに、積極的にコミュニケーションを図りながら、チームの仲間意識

を育てたい。 

 校庭の樹木選定や毎日の落ち葉の掃除、校舎内外の不備な部分の補修や塗装が、飛躍的に達成できて

いる。感謝とともに、その姿の大切さを生徒たちに指導していきたい。 

年度末に向けての改善点 

・タブレットの活用は、心配される点など多々あるが、教科での利点、学級・学年の取り組みで積

極的に活用を図る必要がある。 

・多様な業務がある中で、教材研究に時間を割くことが難しいが、自分に合ったツールを活用しな

がら、わかる授業、楽しい授業の実践、やる気の起こる主体的な学びを創造しなければならない。 
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基礎的な読み書きの力や語彙力をつけるため、家庭学習の機会を増やし、定着を図る。 

表現力育成のため、話す聞く力をつけさせるため聞き取りテストを取り入れることに努め、読書や書

写、作文や自分の考えを書く機会を増やす。自動採点システムを国語科で活用できるように取り組む。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 教材研究や生徒との十分なコミュニケーションに努め、生徒の「関心・意欲」を高め

るような授業を展開する。 
A 

B 
② 資料（史料）の内容を読み取らせ、自分の考えを文章にまとめる機会を設けることで、

技能力や思考・判断・表現力をつけさせる。 
B 

③ 小テストの実施や問題集の活用を通じて、単元ごとの知識を定着させる。 B 

④ ＩＣＴ機器を効果的に使用することで、授業内容の膨らましにつなげる。 A 

結果と分析 

① 教材研究や授業中に生徒へ質問をし、生徒が関心・意欲を高めるよう努めている。 

② 毎回の授業ではないが、資料（史料）の内容を読み取らせ、自分の考えを文章にまとめる機会を設

け、発表させることで、一定の技能力や思考・判断・表現力をつけさせることができている。 

③ 復習プリントや問題集・ドリルプリントの活用を通じて、単元ごとの一定の知識を定着させること

ができている。 

④ ＩＣＴ機器を効果的に使用することで、授業内容の膨らましにつなげることができている。 

年度末への改善点 

① ＩＣＴ機器を効果的に活用することで、さらに生徒の「関心・意欲」を高める授業づくりに努める。 

② グループ活動を通じて意見交流し、意見をまとめ、発表させる時間を確保する。 

③ 小テストの実施や、復習プリントや問題集を活用する。 

生徒用パソコンや teams でのオンラインを使用し、さらに授業内容の膨らましにつなげる。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 数式分野の理解を深めるために、反復練習を行い、基礎学力の定着に努める。 B 

B 

② 少人数習熟度別授業やチームティーチングを実施し、個に応じた学力の伸長に努め

る。 
B 

③ 生徒が主体的に学習に取り組める教材を作成し、対話的な活動を通じて学力向上に努

める。 
B 

結果と分析 

① 副教材を用いて授業のはじめの復習や自宅での自主学習を推進し、基礎学力の定着に努めている。 

② チームティーチングを行い、個に応じた学力の伸長に努めている。また少人数授業を通じて生徒同

士で学びを深めることができている。 

③ 各学年で、生徒の実態に応じて授業プリントを用意し、配布・使用している。 

年度末への改善点 

① 引き続き反復練習を行い、基礎学力の定着に努める。 

② 少人数習熟度別授業を行い、より一層個に応じた学力の伸長に努めていく。 
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③ 引き続き、生徒の実態に応じて授業プリントを作成・使用していく。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 基礎の定着をはかり、応用問題にも対応できるよう読解力を高める。 B 

B ② 実験・観察学習などの体験的な学習を通して、探求心を高め科学的な思考を養う。 B 

③ 視聴覚機器を活用した授業を行うことを創意工夫する。 B 

結果と分析 

① 基礎力の定着に、各学年で宿題などの基礎課題・小テストの実施を行い、応用問題の対応と読解力

の向上に努めた。実施回数や習熟を考察し、チャレンジテストなども視野に入れたものが必要と感

じた。 

② 単元ごとに一定回数の実験を行い、日常生活との関連性や事象の確認をして、生徒の探求心を高め

科学的思考を養う一端となった。学年人数や季節等で実施が遅れることもあった。 

③ ICT機器での、事象の確認や校内の実験では確認できないことを視覚的に確認させた授業を展開さ

せた。 

年度末への改善点 

① 自動採点システムの採用によって、全体の正答率が明確になったことで、分野内の得手不得手がわ

かるようになったので、基礎課題の重点地点や小テストの実施部分を熟考した上で、応用問題の対

応や読解力の向上に利用していきたい。 

② 各学年で単元が重複し、連続した実験をできない場面もあるため、次年度の年間指導計画での確認

を行い、実験を行う季節等も考慮した計画を立てていきたい。 

③ 授業内での視覚的確認はできているが、生徒による活用も視野にいれて生徒による創意工夫をさせ

ていきたい。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① プリントなどを使用して学習内容の要点を明確にし、基礎学力の定着を図る。 A 

B 
② 歌唱や器楽の表現や技術の向上を図る。 B 

③ ICT機器を活用し「音の視覚化」で授業を展開し、生徒の興味関心への工夫を凝らす。

また、ICT機器の活用を行い、自ら学ぶ姿勢を養う。 
B 

結果と分析 

① 教科書の内容をプリントにし、端的にまとめ、テスト前の復習をしやすくしている。また、楽典の

内容もプリントで出し、学習を深めるようにしている。結果、定期テストでの基礎知識の部分は平均

７０％取ることができている。 

② １、３年生は合唱での歌唱指導、２年生はイタリア語での歌唱などを行った。言葉の意味を理解さ

せ、その時々での歌い方、表現の違いを学習している。また、イタリア語の歌唱では、イタリアの国

とは…と国について考えるなど、音楽科だけの領域にとどまることなく広い分野で学習を行った。 

２年生は文化発表会で合唱がないが、授業のなかで三部合唱を行っている。 

③ 調べ学習を各学年で行うほか、デジタル教科書を常時活用し、見やすく、わかりやすい授業展開を

意識して行っている。 

年度末への改善点 
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  生徒用端末の活用の仕方を考えて行う。また、鑑賞の授業がなかなかできていないので鑑賞の授業

も行っていく。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 教科書・資料集の他に、ワークプリントなどを使い学習内容の要点を明確にし、生徒

が主体的に学習する姿勢を養う。 
B 

B ② 生徒が互いの作品の鑑賞活動を通して、相互に作用して対話的な学びから自己の考え

や表現を深めさせる。 
B 

③ ICT機器を活用し、視覚化を通して思考を高め、より深い学びにつなげる。 A 

結果と分析 

① 各単元で教科書や資料集を活用し作品制作に活かせるように内容を取り入れている。 

② 班での活動を通して協力して互いの作品の良さを知り、より深い学びにつなげることができてい

る。 

③ 細かい技術は事前に動画にまとめて視覚的に理解できるようにしている。 

年度末への改善点 

 余裕のある鑑賞時間を確保して作品に親しむ時間を取り、より深い学びにつなげたい。 

取組内容（指標） 進捗状況 

①【集団行動の充実】 

集団行動やグループ活動を充実させ、規律ある態度と自ら学ぶ姿勢を育てる。 

（指標）アンケートを実施し、「意欲的に取り組めた。」「どちらかというと取り組めた」

と答える生徒の割合を７０％以上にする。 

B 

B 

②【健康・体力の保持増進】 

運動の合理的な実践により、基礎体力の向上を図ると共に自発的に運動に親しむ習慣を

育てる。 

（指標）新体力テストの結果で昨年度の自己記録を超える生徒の割合を７０％以上にす

る。 

A 

③【言語力や論理的思考能力の育成】 

健康・安全に関する理解を通して思考力・判断力を育てる。 

（指標）・ICTや教科書などを活用し、実際に自分の理解を深めさせアドバイスをする

機会を増やす。試験ごとにワークをチェックし確認する。 

A 

結果と分析 

① 集団行動や各種目の単元では積極的にグループ活動を取り入れて、生徒が自ら考えて取り組める環

境に近づけるように指導している。ただ、アンケートの実施は年度末に行うため Bとする。 

② 自らの体力の向上を目指して、毎授業トレーニングを行い、昨年度の記録を更新できるように取り

組んできた結果７０％以上の生徒が昨年度の記録を更新することができた。 

③ 保健分野では積極的に ICTを活用している。競技種目でも説明するときに実技の本を活用したり、

プリントを使ってハードル走の記録を分析することができた。 

年度末への改善点 

① 総合的に見れば記録を更新できているが、項目によっては低い記録もあるので、特に５０ｍ走など

のスピードの記録を上げれるように改善する必要がある。 

② 物理的な問題としてタブレットのない生徒やデータがいっぱいで動画が取れないなどのハード面

の問題を解決する必要もある。あと、ICTや説明が増えることで運動量などの確保などもバランスよ
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く考える必要がある。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① グループワークや制作学習で他者と協働し、対話的な学びを深め、生活に必要な基礎

的・基本的な知識及び技術を習得させる。 
B 

B ② 現在及び将来を見据えて、生活や社会の中から課題を見出しその解決のために、学習

を振り返り、評価・改善をして、新たな課題に主体的に取り組む姿勢を育てる。 
B 

③ 学習内容の理解度を深めるために ICTの有効活用を図る。 B 

結果と分析 

① 全学年ともグループでの活動を通して協力して基本的な技術を使い、実習に意欲的に取り組むこと

ができている。 

② 作品制作と関連させ、生活に活かすことができる内容を取り入れることができている。 

③ 技術科を中心に ICTの授業を深めているところである。家庭科では授業内容の提示などに活用でき

ている。 

年度末への改善点 

安全面・感染予防に注意しながら、実習を進めていく。その中で ICTの活用もより充実したものとな

るように工夫をする。 

これまでの学習内容をもとに生徒自身の生活と教科の関連について理解が深められるように教材研

究を深める。 

 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① ５技能を使用する言語活動を通じて、コミュニケーションを図る資質・能力を育

成させるよう努める。 
B 

B 
② デジタル教材や C-Netを効果的に活用し、言語や文化に対する理解を深め、積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う 
B 

結果と分析 

① ペアやグループワークを通して、コミュニケーション活動を活発に行うことができた。 

② 毎回、デジタル教材を活用することができた。C－Netとの授業では、1対１の会話を通して、 

特に話す力をはぐくむことができた。 

年度末への改善点 

① 低学力の生徒に対して、基礎的な単語や文法の習得を手助けする方法を模索する。 

② いろいろな文化を理解する教材を、教科書以外にも模索する。 

 

 

目標：正しい人権意識を身につけ、違いを認め合い、道徳性や思いやりの心を育てることに努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 内容項目を確認しながら、各学年で読み物資料を使用した授業を行い、授業を通じて B B 
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豊かな心を育てる。 

② 学年間で協議しながら、授業内容の充実に向けて取り組む。 B 

③ 学級での集団作りや学年行事、学校行事の取り組みを通じて、人権尊重の精神を養う。 B 

結果と分析 

① 道徳の時間の確保に努め、各学年で教科書を使用した授業を行っている。 

② 委員会を開き、各学年の進捗状況や授業内容について共有し、話し合うことができた。 

③ 学級での仲間づくりや学校行事、学年行事の取り組みを通して、思いやりの心を育てることに 

努めている。 

年度末への改善点 

各学年の協力もあって、年間計画どおり道徳の時間を確保できている。 

授業内容については、１学期中に委員会で話し合ったことをもとに、各学年の取り組みの長所を

細やかに共有し、考察していきたい。 

 今後は引き続き研修会等の周知に努め、他校の実践を学ぶ機会を設けていきたい。 

 

 

目標：自律的生活態度を育成し、互いに尊重し合う集団づくりに努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 生徒会・専門委員会活動の活性化を図り、積極的に参加させる。 A 

B ② 学校行事・学年行事の活性化を図り、積極的に参加させる。 A 

③ 部活動の活性化を図り、積極的に参加させる。 B 

結果と分析 

① 生徒が主体的に学校活動へ自主的に取り組めつつある。生徒会では、SNS の問題に対して使い方の

見直しとルール作りに向けて取り組んでいる。 

② 学校行事・学年行事ともに生徒や教職員がそれぞれの役割を果たして成功につなげている。 

全校生徒の入部率が 81.0％であり、盛んに取り組むことができている。また、生活指導の面だけで

なく、実績をあげる部活動も増えてきている。 

年度末への改善点 

① 生徒は決められたことはできるようになりつつあるが、気づきからの自発的な行動へはあまりつな

がっていないところがある。それぞれの活動において主体的に取り組む姿勢を育てる。 

② 各行事ともに積極的な議論から課題を改善しながら、よりよい行事になるよう取り組む。 

部活動について、入部率は減少傾向にあるが、顧問の先生の熱意ある指導があり、一定活性化を図る

ことができている。この状態を維持することができるよう取り組む。 

 

目標：自己理解を深めさせるとともに、探求心を持って主体的に進路選択ができるための 

能力・態度を育てるよう 3年間を見通した指導に努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 発達段階に応じ、各学年に適した進路指導計画を立て、系統的・継続的に進路学習を

実施する。 
B B 
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② 社会の一員としての在り方や職業観・勤労観を育成するために、地域社会や関係諸機

関との連携を密にして、体験的学習を系統的に行う。 
B 

③ 進路についての目的意識を高めるために、学校説明会や体験学習への参加の推進、進

路説明会等による進路情報の提供、進路資料を活用した学級活動や進路相談を行う 
B 

結果と分析 

① １学年では外部講師の方からライフプランニングについて、講演を行ってもらう予定である。２

学年では職場体験の代替として、多くの職業に携わる方々から職業講話を行っている。３学年では

高等学校の出前授業を実施し、進路選択への意識を高めることができた。また、全学年ともにキャ

リアパスポートを通じて、生徒一人ひとりがキャリア形成と自己実現できるよう努めている。 

② 関係諸機関または高等学校等と連携を取りながら、各学年とも自分の進路や職業観を育むための

取り組みを進めることができている。 

③ 卒業後の進路実現に向けて、「進路の手引き」等の冊子を活用し、進路選択のための正しい情報提

供を行ない、丁寧に相談を実施し、学校説明会や体験学習への参加の推進に繋がっている。 

年度末への改善点 

① 職業調べや、進路選択の方法を学習し、卒業後の進路に繋がる学習を継続する必要がある。 

② 各学年の取り組み内容を共有し、次年度以降の３年間を見通した進路学習への礎としたい。 

 

 

目標：基本的な生活習慣の定着を図り、集団の規律を学ばせ、正しい判断のできる生徒の育成に努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

①【規範意識の育成】 

集団生活のルールを守れる生徒を育成する。 

時間を守れる生徒を育成する。 

B 

B 
②【基本的生活習慣の確立】 

挨拶のできる生徒を育成する。 

正しい言葉使いのできる生徒を育成する。 

B 

③【家庭・地域との連携】 

教育相談を充実させて、保護者との綿密な連携を行う。 
B 

結果と分析 

①  学校生活の習慣では一定定着している。SNS の問題について、ケータイ・スマホ安全教室・防犯

教室を実施し、生徒の人権意識を高めるとともに安全への知識を高め、いじめの予防にも務めた。

生徒自身での実態把握・ルール作りにも取り組んでいる。いじめについては、毎月のいじめアンケ

ートの実施することで、早期発見・早期対応に努め、解消率 100%を目指している。 

②  各委員会の活動において登校時でのあいさつ運動の実施、教育活動全般での指導などにおいて、

生徒へ定着してきている。 

③  年間３回の教育相談の実施など、生徒理解に努めている。不登校の対応について、校内の学習支

援教室を活用や各諸機関と連携を図りながら改善に努めている。いずれも担任が中心となり保護者

と連絡を密に取りながら、外部機関とも連携して生徒への支援をしている。 

年度末への改善点 

①  遅刻する生徒もほとんどおらず、時間を守る意識は高まってきているが、時間ぎりぎりに登校す
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る生徒が固定化されているので改善できるよう個別に指導していく必要がある。規範意識において

は、今後も継続した指導を行なっていく。「いじめ」「SNS」の課題について、今後も継続して生徒

理解に努め、早期発見・早期対応ができるようにしていく。「心の天気」「相談申告機能」を活用す

る。 

②  学年や学級、部活動での指導の成果もあり、あいさつの意識も高いが、形式的になっている生徒

がいる。 

「不登校」の課題について、「見立て」「手立て」を検討し、保護者や外部機関とも連携して今後も

改善につなげる。 

 

目標：食育や体力向上を通して健康的な生活習慣を身に着け、環境づくりと安全・美化に努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

①【健康的な生活習慣Ⅰ】健康診断後の受診率を高める。(う歯・視力) B 

B ②【健康的な生活習慣Ⅱ】保健便り等を通して体力向上や食に対する意識を高める。 B 

③【現代的課題】生徒が主体的に校内美化に努め、環境問題について考えさせる。 B 

結果と分析 

①  保健便りや生徒保健委員活動を通じて、治療勧奨している。 

②  保健便りや掲示物を通じて、意識向上に努めている。 

③  環境委員会を主体とした、中庭の環境整備に努め、水やりの当番や校内に環境ポスターを掲示す

ることで校内の環境を意識することができている。しかし、環境への問題意識を考えることについ

てはまだ課題がある。 

年度末への改善点 

① 今後も保健便りや懇談を通して、さらに受診率を向上させる。 

② 引き続き健康的な生活習慣を維持できるよう、保健便りやポスターなどで啓発する。 

③ 環境委員会を主体とした活動を続け、環境問題への意識を考える取り組みを計画していく。 

 

 

目標：教育活動への研究と修養に努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

①【授業研究】 

教職員相互の授業研究・研修を促す。情報を共有し、指導力向上に役立てる。 
B 

B 

②【研修内容の確立】 

新転任研修・新任研修・中堅研修・生徒情報交換・特別支援研修・校内共通確認

事項の周知を基本とし、今後必要とする研修内容を調整する。 

B 

③【研修計画】 

外部からの講師を依頼し研修の場を設けるよう日程調整する。       

生活指導・学級経営・ICT教育・特別支援教育・人権教育・平和教育等、教職員の

修養となるよう努める。 

B 

④【小中連携】 

小学校教員と情報を共有し、同地域の連携を密にする。 
B 
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結果と分析 

① 授業研究について、期間を設けて各教員年間１度の研究授業を行っている。 

② 自動採点システムの導入に伴い、研修を行い理解を図った。 

③ 現在調整中 

④ ２学期、小学校教員が中学校の授業参観、情報交換会を行った。今後の小中連携の在り方について

検討した。 

年度末への改善点 

① 授業研究について、今年度同様に継続して実施する。 

② 本校に必要な研修を精査する機会を設ける必要がある。 

③ 小中連携について、教員の入れ替わりがある中でも、引継ぎを大切にする必要がある。 

 

 

目標：社会自立に向けた支援を個別に努める。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 生徒一人ひとりの実態把握に努め、教職員全体で理解・共有する。 B 
B 

② 個別の支援計画に基づいて、生徒一人ひとりの課題を共有する。 B 

結果と分析 

① 生徒一人ひとりの実態把握に努め、学期に１回、教職員全体で情報共有を行っている。 

② 支援を必要とする生徒の実態として、保護者との連携や担当者での検討を経て、個別の支援計画を

作成しているが、全教職員での課題共有にまでは至っていない。 

年度末への改善点 

保護者連絡や青空学級で使用している連絡帳等の情報共有を密にし、生徒それぞれの特性理解を高め

全体で共有していきたい。 

 

 

目標：基本的生活習慣を身につけさせるとともに、自主性を高め協力する心を育成する。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① マナーやルールを守ろうとする生徒を育成する。 A 

B ② 自ら学ぼうとする生徒を育成する。 B 

③ 他者を思いやれる生徒を育てる。 B 

結果と分析 

① 学校生活でルールを逸脱する生徒への指導は１学期に比べて減少してきた。生徒自ら時間を意識し

て行動することが課題である。 

② 積極的な学習姿勢は今後の課題である。生徒に興味関心を抱かせる工夫が必要である。 

③ 相手を思いやる態度が軽薄な部分がある。個別指導、全体への注意喚起を行った。相手の気持ちに

寄り添った言動が増えるように、道徳の授業を中心に、全体へ呼びかけていきたい。 

年度末への改善点 

教員間で生徒集団や個人の情報交換を継続して行う。個別指導と全体指導のバランスを大切にして、
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学級活動、授業、学年集会等、生徒が前向きになれる言葉がけを行う。 

 

 

 

 

目標：自他を尊重し、何事にも意欲的に取り組む集団になる 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 互いを思いやり、高めあう学年作り B 

B ② 将来の目標を定め、学力向上に励む学年作り B 

③ 行事や部活動に主体的に取り組む学年作り B 

結果と分析 

① 1年生の時よりも生徒間のトラブルが減ったり、乱暴な言葉使いが減った。 

② 複数の企業の職業講話を通して、仕事の楽しさ、厳しさを学び、自らの将来について、今できるこ

とやしなければならないことについて深く考えることができた。 

③ 体育大会では各係の仕事に熱心に取り組んでいた。文化発表会では、夏休みに有志が脚本を作成し

た。それぞれが劇の成功を目指し、熱心に取り組んでいる。 

年度末への改善点 

① 3学期の共生教育を通して、さらにお互いを思いやり助け合う集団にしていく。 

② 高校受験にむけて、学習意欲を高めていく。 

③ 部活動参加率を上げていく。 

目標：自らの進路獲得に向けて、真剣に向き合うと共に、思いやりのあるあたたかい集団を育成する。 

 

取組内容（指標） 進捗状況 

① 自ら考え、状況を正しく判断し、責任を持って行動できる生徒を育てる。 A 

B ② 何事にも自主的・積極的に、最後まで諦めずに、やり抜く生徒を育てる。 A 

③ 互いの違いを認め合い、自他ともに高めていける生徒を育てる。 B 

結果と分析 

①  生徒会活動や専門委員会活動に責任感を持って、積極的に取り組む姿勢がみられた。２年次のと

きより、最高学年としての自覚が出てきた。 

②  修学旅行、体育大会などの学校行事や部活動において、多くの生徒が自主的・積極的にやり抜く

ことができ、「やればできる。」という達成感をもつことができた。とともに、学年として一つにな

る機会になった。また現在、文化発表会での「学年ミュージカル」を３年間の集大成として、一人

ひとりが自分の役割を明確にし、力を合わせ、自身の成長と学年ミュージカルの大成功に向けて、

最後まで諦めずに一生懸命に取り組んでいる。 

③  様々な学校行事をはじめ、学年・学級の活動を通して、概ね学年としての一体感は出来てきてい

る。しかしながら、一部、人の心を傷つける発言や行動があった。教育相談の活用や、チャンスを

見つけての相談や指導の機会を日々心がけて来たが、集団づくりとしての課題が残った。 

年度末への改善点 
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① 様々な機会を通し、下級生の模範になる行動ができる生徒を育成していく。 

② 卒業までの残された期間、主体的かつ真剣に自分の進路獲得に向き合える生徒を育成していく。 

自分の事だけでなく、他の人の事も考えて行動できる学年集団へと成熟させていく。 


